
授業科目 講義題目 単位 担当教員氏名
開講
ｾﾒｽﾀｰ

開講曜日・講時
平成30年度以前入学

者
読替先授業科目

中国文学概論 中国古典詩歌文学史 2 矢田　尚子 3 前期木曜日１講時

中国文学概論 中国の小説と戯曲 2 土屋　育子 4 後期木曜日１講時

中国文学基礎講読 中国語実用文法研究 2 土屋　育子 3 前期水曜日４講時

中国文学基礎講読
現代文読解による中国

語実用文法研究
2 矢田　尚子 4 後期火曜日２講時

中国語基礎演習 初級中国語 2 張　佩茹 3 前期火曜日５講時

中国語基礎演習 初級中国語 2 張　佩茹 4 後期火曜日５講時

中国文学各論 現代中国語の諸相 2 張　佩茹 5 前期火曜日４講時

中国文学各論 現代中国語の諸相 2 張　佩茹 6 後期火曜日４講時

中国文学各論 『詩経』の総合的研究 2 牧角　悦子 集中 集中講義

中国文学演習 中国近世文学研究 2 土屋　育子 5 前期火曜日３講時

中国文学演習 中国近世文学研究 2 土屋　育子 6 後期火曜日３講時

中国文学演習 楚辞文学研究 2 矢田　尚子 5 前期金曜日２講時

中国文学演習 楚辞文学研究 2 矢田　尚子 6 後期金曜日２講時

英文学講読 Postwar British Fiction 2 ＴＩＮＫ　ＪＡＭＥＳ　ＭＩＣＨＡ 6 後期月曜日２講時

中国語学演習 現代中国語文法研究 2 張　佩茹 5 前期木曜日２講時 中国文学演習

中国語学演習 現代中国語文法研究 2 張　佩茹 6 後期木曜日２講時 中国文学演習

中国文学専修



 

科目名：中国文学概論／ Chinese Literature (General Lecture) 

曜日・講時：前期 木曜日 １講時 

セメスター：3 単位数：2  

担当教員：矢田 尚子  

コード：LB34101， 科目ナンバリング：LHM-LIT202J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：中国古典詩歌文学史 

２．Course Title（授業題目）：History and development of Classical Chinese poetry 

３．授業の目的と概要：【目的】 

１．中国の先秦時代から唐代に到るまでの古典詩を読み、理解を深める。 

２．同時に、いわゆる「漢文」の構造や訓読法、古体詩と近体詩の違い、近体詩の格律（きまり・法則）など、基本知識をおさ

える。 

【概要】 

中国文学の中でも、特に先秦から唐代までの古典詩歌文学に焦点を絞り、時代・ジャンルごとに重要事項について学習する。実

際に代表的な作品を実際に読み、その内容を理解する。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：【Course Objectives】 

1.In this course, students read poetry from Pre-Qin to Song dynasty to acquire knowledge of Chinese classical 

literature.  

2.At the same time, students grasp the fundamentals of classical Chinese literature such as the construction of 

classical Chinese writings, differences between archaic style poetry (Gu ti shi) and new style poetry (Jin ti shi), 

and their rules.  

【Course Synopsis】 

This course focus on poetry from Pre-Qin to Song dynasty era. The lecturer explains important issues according to 

era or genre, students actually read the representative poetry and understand the contents. 

５．学修の到達目標：・中国古典詩歌文学に関する基礎知識を身につける。 

・中国古典詩歌のジャンルや修辞等の歴史的変遷について理解できるようになる。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：・Students will acquire fundamental knowledge of Chinese classical literature. 

・Students will be able to understand historical transition of genres or rhetoric of Chinese classical poetry.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

1．イントロダクション 

2．『詩経』（１） 

3．『詩経』（２） 

4．『楚辞』（１） 

5．『楚辞』（２） 

6．漢代の詩（１） 

7．漢代の詩（２） 

8．魏晋の詩（１） 

9．魏晋の詩（２） 

10．南北朝の詩（１） 

11．南北朝の詩（２） 

12．初唐の詩 

13．盛唐の詩 

14．中唐の詩 

15．晩唐の詩 

８．成績評価方法： 

提出された課題の内容により評価する。 

９．教科書および参考書： 

 教科書は用いず、毎回配布する資料による。 

参考書は、授業中に適宜紹介する。 

 

Materials will be handed out at every class. 

References to further readings will be made in classes. 

１０．授業時間外学習：授業中に示した参考文献に目を通し、授業で得た知識を補い、作品をより深く広く理解する力をつける

こと。 

 

Students are required to read the references given in classes to supplement the knowledge and deepen understanding 

about Chinese classical literature. 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 



 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

科目名：中国文学概論／ Chinese Literature (General Lecture) 

曜日・講時：後期 木曜日 １講時 

セメスター：4 単位数：2  

担当教員：土屋 育子  

コード：LB44101， 科目ナンバリング：LHM-LIT202J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：中国の小説と戯曲 

２．Course Title（授業題目）：Chinese Novel and Drama 

３．授業の目的と概要：中国の小説・戯曲は、伝統詩文との関わりを保ちつつ、豊かな発展を遂げてきました。本講義では、「小

説」と戯曲の起源を理解し、歴史的社会的背景をもとに中国の小説・戯曲がどのように発展してきたのかを、原文資料をもとに

学びます。 

授業を通して、受講生の中国の小説と戯曲に対する基礎知識の再確認と理解を深めることを主たる目的とします。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：In this course, students will understand the origin 

of Chinese classical novel and drama, learn about changes Chinese classical novel and drama have undergone, based 

on historical and social background, using the original text. 

The main purpose of this course is to review basic knowledge and understand Chinese classical novel and drama. 

５．学修の到達目標：（１）中国文学史（小説・戯曲）について知識を深める。 

（２）中国の小説・戯曲の特徴を多角的に考察し、自分の言葉でまとめられる。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：1. Students better understand Chinese literature history（classical novel and 

drama）. 

2. Students consider the features of Chinese classical novel and drama from diversified standpoints, and describe 

them in their own words.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

本授業の実施形態は、オンライン授業（主としてオンデマンド型遠隔授業）です。 

資料を用いて、作品の成立までの背景、作者、概要等のポイントを解説し、原文を付した現代日本語訳によって作品を鑑賞し

ます。（以下のトピックは、多少変更する場合があります。） 

受講生には、配布された資料を読み、資料に関わる課題を提出することを求めます。 

第１回 ガイダンス 

第２回 志怪小説・志人小説 

第３回 唐代伝奇（１） 

第４回 唐代伝奇（２） 

第５回 唐末から宋元への展開 

第６回 宋から元の演劇 

第７回 元の演劇と明初の短篇文言小説 

第８回 『三国志演義』（１）  

第９回 『三国志演義』（２） 

第１０回 『水滸伝』（１） 

第１１回 『水滸伝』（２） 

第１２回 『西遊記』 

第１３回 『金瓶梅』 

第１４回 明末清初の戯曲と短篇白話小説集 

第１５回 『聊斎志異』 

８．成績評価方法： 

授業への取り組み（課題提出等）：３０％ 

課題の内容等：７０％ 

９．教科書および参考書： 

 テキスト：資料配布 

参考書：授業中に紹介 

１０．授業時間外学習：配布する資料だけでなく、授業中に紹介する参考書等を積極的に読み、講義内容の理解を深めるように

してください。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

科目名：中国文学基礎講読／ Chinese Literature (Introductory Reading) 

曜日・講時：前期 水曜日 ４講時 

セメスター：3 単位数：2  

担当教員：土屋 育子  

コード：LB33404， 科目ナンバリング：LHM-LIT213J， 使用言語：２カ国語以上 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：中国語実用文法研究 

２．Course Title（授業題目）：Chinese Grammar 

３．授業の目的と概要：本授業は、対面授業のみで実施します。 

本授業では、中国語学習歴半年以上の学生が、中国語のリスニング、作文、スピーキングなどの演習を通して、中国語によるコ

ミュニケーション能力・表現能力の向上を目指します。（中国語未履修の方は、事前にご相談ください。） 

なおこの授業は、講読演習を兼ねています。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course aims to improve the students’ ability to 

communicate and express their thoughts in Chinese, through various activities involving exercises in listening, 

writing, speaking, and so on. 

５．学修の到達目標：（１） 現代中国語の文法について基礎的な事項を理解する。 

（２） 基礎的な作文能力をつける。 

（３） 基礎的な読解力を確実なものとする。 

（４） 中国語の発音をブラッシュ・アップする。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：1. Students understand Chinese basic grammar. 

2. Students gain basic writing skills. 

3. Students develop basic reading skills. 

4. Students brush up basic speaking skills.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

本授業では教科書を使用し、以下のように進めていきます。 

受講者には授業後に、課題を提出してもらいます（提出方法は別途指示します）。 

第一回 ガイダンス  

第二回 発音、文法説明、翻訳、問題演習（１） 

第三回 発音、文法説明、翻訳、問題演習（２） 

第四回 発音、文法説明、翻訳、問題演習（３） 

第五回 発音、文法説明、翻訳、問題演習（４） 

第六回 発音、文法説明、翻訳、問題演習（５） 

第七回 発音、文法説明、翻訳、問題演習（６） 

第八回 前半のまとめと試験 

第九回 発音、文法説明、翻訳、問題演習（７） 

第十回 発音、文法説明、翻訳、問題演習（８） 

第十一回 発音、文法説明、翻訳、問題演習（９） 

第十二回 発音、文法説明、翻訳、問題演習（１０） 

第十三回 発音、文法説明、翻訳、問題演習（１１） 

第十四回 発音、文法説明、翻訳、問題演習（１２） 

第十五回 後半のまとめと試験 

８．成績評価方法： 

授業への取り組み、出席：５０％ 

定期試験：５０％（前半のまとめと後半のまとめの 2 回分） 

９．教科書および参考書： 

 教科書：南勇「チャレンジ！二年生の中国語 簡明会話版」朝日出版社 

辞書：小学館『中日辞典』『日中辞典』、または、講談社『中日辞典』『日中辞典』などをおすすめします。 

１０．授業時間外学習：毎回、辞書を用いた予習・復習を求めます。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

科目名：中国文学基礎講読／ Chinese Literature (Introductory Reading) 

曜日・講時：後期 火曜日 ２講時 

セメスター：4 単位数：2  

担当教員：矢田 尚子  

コード：LB43404， 科目ナンバリング：LHM-LIT213J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：現代文読解による中国語実用文法研究 

２．Course Title（授業題目）：Study of Chinese Grammar through reading Chinese Contemporary Prose 

３．授業の目的と概要：【目的】中国語学習歴１年以上の受講生を対象に、中国語のより高度な読解能力を身につけてもらうこ

とを目的として開講します。 

【概要】現代中国語で書かれた随筆や短編小説を取り上げて精読します。それを通して、受講生が、これまでに学んできた中国

語の基礎的な文法事項について再確認し、中国文化への理解を深めるとともに、中国語発音のブラッシュアップができるよう促

します。授業ではテキストを輪番で音読し、読解しますので、受講生の十分な予習が求められます。なお、この授業は、中国語

の講読演習を兼ねています。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：【Course Objectives】 

This course aims to further improve the students' ability to read contemporary Chinese texts.     

【Course Synopsis】 

In this course, students read essays or short stories written in modern Chinese. Through reading, students review 

basic Chinese grammar, deepen knowledge about Chinese culture, and improve Chinese pronunciation. In every class, 

students are required to read aloud and translate the text into Japanese, therefore sufficient preparation is 

important. 

５．学修の到達目標：①現代中国語で書かれた随筆文や短編小説を、辞書を使いながら読んで理解し、適切な日本語に訳すこと

ができる。 

②現代中国語の文法についての高度な知識を習得し、文章の文構造を把握できる。 

③現代中国語で書かれた文章を正しい発音で音読することができる。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：①Students will be able to read essays or short stories written in modern 

Chinese and translate them in accurate Japanese by using dictionary.  

②Students will acquire further knowledge about Chinese grammar, and be able to grasp the grammatical constructions 

of Chinese texts.  

③Students will pronounce Chinese texts correctly.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

１．ガイダンス 

２．中国現代文読解（１） 

３．中国現代文読解（２） 

４．中国現代文読解（３） 

５．中国現代文読解（４） 

６．中国現代文読解（５） 

７．中国現代文読解（６） 

８．中国現代文読解（７） 

９．中国現代文読解（８） 

10．中国現代文読解（９） 

11. 中国現代文読解（10） 

12. 中国現代文読解（11） 

13. 中国現代文読解（12） 

14. 中国現代文読解（13） 

15. 中国現代文読解（14） 

８．成績評価方法： 

授業参加態度（発音・翻訳・応答などを含む）により総合的に判断する。 

９．教科書および参考書： 

 教材は授業開始時に配布する。 

 

The materials will be handed out at the beginning of the course. 

１０．授業時間外学習：予習：単語の発音や意味を調べ、文構造や文法事項に留意しながら試訳文を作成する。 

復習：主要な単語や文を暗記し、文構造を正しく理解できるようにする。 

 

Preparation: Students are required to look up pronunciation and meaning of words in dictionary, translate the texts 

into Japanese with careful attention to grammatical constructions. 

Review: Students are required to memorize important words and sentences and understand grammatical construction of 

texts. 



 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

科目名：中国語基礎演習／ Chinese Literature (Introductory Seminar) 

曜日・講時：前期 火曜日 ５講時 

セメスター：3 単位数：2  

担当教員：張 佩茹  

コード：LB32503， 科目ナンバリング：LHM-LIT214J， 使用言語：２カ国語以上 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：初級中国語 

２．Course Title（授業題目）：Mandarin Chinese for Beginners 

３．授業の目的と概要：この授業は初心者を対象とするもので、中国語の基礎となる発音と文法事項を一通り学び、今後の勉学

の土台作りをしておくことを目的とする。まず、中国語の発音と表記法（ピンイン）を習得する。発音練習を繰り返すことによ

って、記号と実際の発音との結びつきを定着させる。次に、学生生活にまつわる日常的なコミュニケーションに役立つ基礎単語

や文法事項を学習していく。この授業を通じて、「聞く・話す・読む・書く」の４技能をバランスよく習得することを目指す。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course is designed for students who learn Mandarin 

Chinese for the first time. It covers pronunciation and basic grammar of Mandarin Chinese, which will serve as a 

foundation for further learning. First of all, students learn how to pronounce Mandarin Chinese by using the 

transcription system known as Pinyin. By repeating the pronunciation, students learn to recognize the relation 

between sounds and the alphabets used in the Pinyin system. After that, students learn basic vocabulary words and 

grammar that are related to their student life. In this course, students acquire the ability to listen, speak, 

read and write in Mandarin Chinese. 

５．学修の到達目標：1.中国語の発音を弁別でき、ピンインの表記を熟知する。 

2.中国の基礎単語および基礎文法を身につけて、簡単な日常会話ができる。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：(1) Students will be able to differentiate various sounds in Mandarin Chinese 

and familiarize themselves with the Pinyin system.   

(2) Students will learn the basic vocabulary words and grammar and be able to carry out simple daily conversations.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

＜授業内容・方法＞ 

テキストの会話文を使い、置き換え練習やロールプレイを通じて学習内容の定着を図る。 

＜進度予定＞ 

第１回 オリエンテーション    

第２回 発音（１）     

第３回 発音（２）     

第４回 第１課 何を食べるの？   

第５回 第２課 それって中国語の新聞？  

第６回 復習（１）    

第７回 第３課 かわいい！ 

第８回 第４課 何人家族？ 

第９回 復習（２） 

第１０回 第５課 家はどこ？ 

第１１回 第６課 ごはん食べた？ 

第１２回 復習（３） 

第１３回 第７課 1 枚あげるよ 

第１４回 学習内容の振り返り 

第１５回 期末まとめ 

８．成績評価方法： 

平常点: 60％（授業態度、小テストなど） 

期末試験: 40％（口頭および筆記） 

９．教科書および参考書： 

 ＜教科書＞『しっかり初級中国語』石田友美・桑野弘美・島田亜実・鈴木ひろみ著、白水社、2016 年 

＜参考書＞『やさしくくわしい中国語文法の基礎 改訂新版』、守屋 宏則ら著、東方書店、2019 年 

１０．授業時間外学習：予習：事前に内容を確認し、例文や本文の意味を訳しておく。 

復習：学習した部分を読み返し、理解できたかを確認する。また、音声が正確に聞き取れるまで、CD を繰り返し聞くこと。また、

音読の練習も 3 回以上すること。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 

成績評価における平常点の割合が高いため、普段の授業時に積極的な授業態度が求められる。 



 

科目名：中国語基礎演習／ Chinese Literature (Introductory Seminar) 

曜日・講時：後期 火曜日 ５講時 

セメスター：4 単位数：2  

担当教員：張 佩茹  

コード：LB42504， 科目ナンバリング：LHM-LIT214J， 使用言語：２カ国語以上 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：初級中国語 

２．Course Title（授業題目）：Mandarin Chinese for Beginners 

３．授業の目的と概要：この授業は初心者を対象とするもので、中国語の基礎となる発音と文法事項を一通り学び、今後の勉学

の土台作りをしておくことを目的とする。前期で習得した中国語の発音と基礎文法を踏まえて、学生生活にまつわる日常的なコ

ミュニケーションに役立つ基礎単語や文法事項を学習していく。この授業を通じて、「聞く・話す・読む・書く」の４技能をバラ

ンスよく習得することを目指す。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course is designed for students who learn Mandarin 

Chinese for the first time. It covers pronunciation and basic grammar of Mandarin Chinese, which will serve as a 

foundation for further learning. Based on the pronunciation and basic grammar that they learned in the previous 

semester, students learn more basic vocabulary words and grammar that are related to their student life this 

semester. In this course, students acquire the ability to listen, speak, read and write in Mandarin Chinese. 

５．学修の到達目標：1.中国語の音を聞いて、正確にピンインで書き取れる。 

2.中国の基礎単語および基礎文法を身につけて、簡単な日常会話ができる。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：(1) Students will be able to dictate sounds accurately in Pinyin. 

(2) Students will learn basic vocabulary words and grammar and be able to carry out simple daily conversations in 

Chinese.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

＜授業内容・方法＞テキストの会話文を使い、置き換え練習やロールプレイを通じて学習内容の定着を図る。 

＜進度予定＞ 

第１回 発音と文法の復習   

第２回 第９課 中国語話せるよ   

第３回 第１０課 まだ食事中？  

第４回 復習（１） 

第５回 第１１課 心配しないで    

第６回 第１２課 両親が帰ってくるようにって  

第７回 復習（２） 

第８回 ステップアップ１ どうやって解いたらいい？ 

第９回 ステップアップ２ 起こされちゃった 

第１０回 復習（３） 

第１１回 ステップアップ３ 出かけるんじゃなかったの？ 

第１２回 ステップアップ４ 全然知らなかった 

第１３回 復習（４） 

第１４回 音読練習 

第１５回 期末まとめ 

８．成績評価方法： 

平常点: 60％（授業態度、小テストなど） 

期末試験: 40％（口頭および筆記） 

９．教科書および参考書： 

 教科書：『しっかり初級中国語』石田友美・桑野弘美・島田亜実・鈴木ひろみ著、白水社、2016 年 

参考書：『やさしくくわしい中国語文法の基礎 改訂新版』、守屋 宏則ら著、東方書店、2019 年 

１０．授業時間外学習：予習：事前に内容を確認し、例文や本文の意味を訳しておく。 

復習：学習した部分を読み返し、理解できたかを確認する。また、音声が正確に聞き取れるまで、CD を繰り返し聞くこと。また、

音読の練習も 3 回以上すること。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 

成績評価における平常点の割合が高いため、普段の授業時に積極的な授業態度が求められる。 



 

科目名：中国文学各論／ Chinese Literature (Special Lecture) 

曜日・講時：前期 火曜日 ４講時 

セメスター：5 単位数：2  

担当教員：張 佩茹  

コード：LB52401， 科目ナンバリング：LHM-LIT303J， 使用言語：２カ国語以上 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：現代中国語の諸相 

２．Course Title（授業題目）：Various Aspects of Modern Mandarin Chinese 

３．授業の目的と概要：現代中国語の言語的特徴について、理解を深めることを目的とする。テーマ別の研究論文の精読を通し

て、中国語学における重要な概念や構文、さらに、問題意識の置き方や研究手法について学習する。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course aims to enhance students’ understanding 

of the linguistic characteristics of modern Mandarin Chinese.  By reading research papers that deal with different 

aspects of modern Mandarin Chinese, students learn about the essential concepts and structures in this language as 

well as how to ask appropriate research questions and the possible ways of research in Chinese linguistics. 

５．学修の到達目標：①中国語の論文を正確に読み解く能力を身につける。 

②中国語学における重要な概念を理解し、説明することができる。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：①Students will be able to read research papers written in Chinese accurately. 

②Students will understand the essential concepts in Chinese linguistics and know how to explain them appropriately.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

＜授業内容・方法＞基本的に講義形式で行うが、演習も取り入れる。 

＜進度予定＞ 

前期 

第１回 ガイダンス 

第２回 語構成（一） 

第３回 語構成（二） 

第４回 語構成（三） 

第５回 語構成（四） 

第６回 量詞（一） 

第７回 量詞（二） 

第８回 量詞（三） 

第９回 量詞（四） 

第１０回 アスペクト助詞（一） 

第１１回 アスペクト助詞（二） 

第１２回 アスペクト助詞（三） 

第１３回 アスペクト助詞（四） 

第１４回 アスペクト助詞（五） 

第１５回 期末まとめ 

８．成績評価方法： 

授業への取り組み: 50％ 

課題: 50％ 

９．教科書および参考書： 

 ＜教科書＞プリントを配布する。 

＜参考書＞『文法講義』朱德煕 著、杉村博文・木村英樹 訳、白帝社、1995 年 

１０．授業時間外学習：予習：プリントの指定箇所を読んだうえ、問題点を整理する。 

復習：プリントや関連資料を読み返し、正確に理解できたかを確認する。興味関心のある文法現象について考える。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

科目名：中国文学各論／ Chinese Literature (Special Lecture) 

曜日・講時：後期 火曜日 ４講時 

セメスター：6 単位数：2  

担当教員：張 佩茹  

コード：LB62401， 科目ナンバリング：LHM-LIT303J， 使用言語：２カ国語以上 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：現代中国語の諸相 

２．Course Title（授業題目）：Various Aspects of Modern Mandarin Chinese 

３．授業の目的と概要：現代中国語の言語的特徴について、理解を深めることを目的とする。テーマ別の研究論文の精読を通し

て、中国語学における重要な概念や構文、さらに、問題意識の置き方や研究手法について学習する。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course aims to enhance students’ understanding 

of the linguistic characteristics of modern Mandarin Chinese.  By reading research papers that deal with different 

aspects of modern Mandarin Chinese, students learn about the essential concepts and structures in this language as 

well as learn how to ask appropriate research questions and the possible ways of research in Chinese linguistics. 

５．学修の到達目標：①中国語の論文を正確に読み解く能力を身につける。 

②中国語学における重要な概念を理解し、説明することができる。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：①Students will be able to read research papers written in Chinese accurately. 

②Students will understand the essential concepts in Chinese linguistics and know how to explain them appropriately.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

＜授業内容・方法＞基本的に講義形式で行うが、演習も取り入れる。 

＜進度予定＞ 

第１回 ガイダンス 

第２回 指示性（一） 

第３回 指示性（二） 

第４回 指示性（三） 

第５回 指示性（四） 

第６回 焦点化（一） 

第７回 焦点化（二） 

第８回 焦点化（三） 

第９回 焦点化（四） 

第１０回 取り立て構文（一） 

第１１回 取り立て構文（二） 

第１２回 取り立て構文（三） 

第１３回 取り立て構文（四） 

第１４回 取り立て構文（五） 

第１５回 期末まとめ 

８．成績評価方法： 

授業への取り組み: 50％ 

課題: 50％ 

９．教科書および参考書： 

 ＜教科書＞プリントを配布する。 

＜参考書＞『文法講義』朱德煕 著、杉村博文・木村英樹 訳、白帝社、1995 年 

１０．授業時間外学習：予習：プリントの指定箇所を読んだうえ、問題点を整理する。 

復習：プリントや関連資料を読み返し、正確に理解できたかを確認する。興味関心のある文法現象について考える。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

科目名：中国文学各論／ Chinese Literature (Special Lecture) 

曜日・講時：通年集中 その他 連講 

セメスター：集中 単位数：2  

担当教員：牧角 悦子  

コード：LB98803， 科目ナンバリング：LHM-LIT303J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：『詩経』の総合的研究 

２．Course Title（授業題目）：On SHI-Jing 

３．授業の目的と概要：『詩経』は中国最古の詩歌集であると同時に、漢代以降は儒教経典の一つとなった。また孔子によって

三百余篇に編纂されてより以降も、各時代ごとにその解釈を変化させてきた。『詩経』とは何か、ということを説明するのは簡

単ではない。中国最古の詩歌集という以上の如何なる説明も、時代の要請を背景に持つからだ。本講義では、『詩経』というもの

を総合的に理解すると同時に、中国古典学特有の解釈の多様性についても理解を深めたい。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)："Shi-jing" is the fiｒst collection of poetry in China, 

and at the same time, it has become one of the Confucian scriptures since the Han dynasty. Moreover, even after it 

was compiled into 300 songs editions by Confucius, its interpretation has changed from time to time. It is not 

easy to explain what "Shi-jing" is. This is because any explanation beyond China's oldest poetry collection is 

based on the demands of the times.  

In this lecture, I would like to explain comprehensive understanding  of  "Shi-jing" and at the same time let you 

deepen understand of the variety of interpretations peculiar to Chinese classical studies. 

５．学修の到達目標：古典学における解釈の多様性を理解すること。また「文」と「文学」の相違を踏まえて、『詩経』という古

典に対して、一つの立場に偏らない総合的な理解を深めること。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：Understanding the variety of interpretations in classical studies. Also, based 

on the difference between "Wen" and "literature", deepen a comprehensive understanding of the classic "Shi-jing" 

without being biased toward one position.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

１，はじめに 

 「桃夭」篇をめぐって 

２，『詩経』とは：辞書的な説明 

  文化史大辞典 

  『漢書』藝文志 

  四庫提要 

  概説書等 

３，詩経研究史  ＠近代から始める 

 ・近代の詩経研究 

  （中国）胡適・顧頡剛・聞一多 

  （日本）目加田誠・松本雅明・白川静・赤塚忠 

 ・経学としての詩経学 

  『論語』に見る『詩』 

    孔子と詩書礼楽 

 ・漢代の三家詩と毛詩 

  『毛詩』大序 

    詩と楽と礼 

  『礼記』経解篇「詩の教え」 

  五経正義（毛詩正義） 

４，古代歌謡としての詩経 

５，経典としての詩経 

６，『左伝』に見える『詩』の機能 

７，朱自清『詩言志辨』 

８．成績評価方法： 

レポート課題による。 

９．教科書および参考書： 

 教科書はありません。参考文献として、牧角悦子『詩経・楚辞』（角川ソフィア文庫 2012）・同『中国古代の祭祀と文学』（創

文社 2006）・同『経国と文章―ー漢魏六朝文学論』（汲古書院 2018）など。他は授業内で紹介する。 

１０．授業時間外学習：事前に提示する参考文献資料等に目を通しておいてください。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

科目名：中国文学演習／ Chinese Literature (Seminar) 

曜日・講時：前期 火曜日 ３講時 

セメスター：5 単位数：2  

担当教員：土屋 育子  

コード：LB52304， 科目ナンバリング：LHM-LIT318J， 使用言語：２カ国語以上 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：中国近世文学研究 

２．Course Title（授業題目）：Chinese Classical Literature 

３．授業の目的と概要：本授業では、中国の伝統的な注釈方法に基づいて、中国古典文学の作品を読解します。 

作品読解を通して中国古典文学の基礎的な知識を学ぶとともに、原文の読解力、分析し鑑賞する力の向上を目指します。 

授業は出席者による発表と質疑応答によって進めます。 

前期は、宋詞の代表的な作品を選んで読むことにします。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course is designed to help students understand 

the fundamental knowledge about Chinese classical literature, gain reading ability, analysis ability, through 

reading Chinese classical literature.  

This course is centered on a presentation and a questions and answers session.  

In this semester class, students read Song-ci Poetry. 

５．学修の到達目標：（１）中国古典文の読解力を向上させる。 

（２）中国の文学作品について、分析し鑑賞する力を習得する。 

（３）辞書やデータベース等の活用と、原典（影印本・標点本等）に習熟する。 

（４）歴史的背景を踏まえ、 中国の文学作品がどのように変化したかを理解する。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：1. Students improve Chinese classical Literature reading skill. 

2. Students gain the perspective needed to analyze Chinese classical Literature.  

3. Students gain the skills of using dictionaries, databases and original books and so on. 

4. Students understand changes Chinese classical literature has undergone, based on historical background.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

内容及び進度予定は以下のとおりです。 

1. ガイダンス 

2. 発表と質疑応答（１）  

3. 発表と質疑応答（２）  

4. 発表と質疑応答（３）  

5. 発表と質疑応答（４）  

6. 発表と質疑応答（５）  

7. 発表と質疑応答（６）  

8. 発表と質疑応答（７）  

9. 発表と質疑応答（８）  

10. 発表と質疑応答（９）  

11. 発表と質疑応答（１０）  

12. 発表と質疑応答（１１）  

13. 発表と質疑応答（１２）  

14. 発表と質疑応答（１３）  

15. 発表と質疑応答（１４） 

８．成績評価方法： 

授業への取り組み（レジュメ提出含む）：５０％ 

発表（資料作成を含む）：５０％ 

９．教科書および参考書： 

 テキスト・資料等は、Google Classroom より配布予定。 

参考文献等は授業中に指示。 

１０．授業時間外学習：辞書類やデータベース等を活用して、予習・復習をしてください。 

原文の語彙について語釈を見るだけでなく、前後の文脈も考慮した丁寧な読解をこころがけましょう。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

科目名：中国文学演習／ Chinese Literature (Seminar) 

曜日・講時：後期 火曜日 ３講時 

セメスター：6 単位数：2  

担当教員：土屋 育子  

コード：LB62305， 科目ナンバリング：LHM-LIT318J， 使用言語：２カ国語以上 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：中国近世文学研究 

２．Course Title（授業題目）：Chinese Classical Literature 

３．授業の目的と概要：本授業では、中国の伝統的な注釈方法に基づいて、中国古典文学の作品を読解します。 

作品読解を通して中国古典文学の基礎的な知識を学ぶとともに、原文の読解力、分析し鑑賞する力の向上を目指します。 

授業は出席者による発表と質疑応答によって進めます。 

後期は、宋詞の代表的な作品を選んで読むことにします。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course is designed to help students understand 

the fundamental knowledge about Chinese classical literature, gain reading ability, analysis ability, through 

reading Chinese classical literature.  

This course is centered on a presentation and a questions and answers session.  

In this semester class, students read Song-ci Poetry. 

５．学修の到達目標：（１）中国古典文の読解力を向上させる。 

（２）中国の文学作品について、分析し鑑賞する力を習得する。 

（３）辞書やデータベース等の活用と、原典（影印本・標点本等）に習熟する。 

（４）歴史的背景を踏まえ、 中国の文学作品がどのように変化したかを理解する。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：1. Students improve Chinese classical Literature reading skill. 

2. Students gain the perspective needed to analyze Chinese classical Literature.  

3. Students gain the skills of using dictionaries, databases and original books and so on. 

4. Students understand changes Chinese classical literature has undergone, based on historical background.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

内容及び進度予定は以下のとおりです。 

1. ガイダンス 

2. 発表と質疑応答（１）  

3. 発表と質疑応答（２）  

4. 発表と質疑応答（３）  

5. 発表と質疑応答（４）  

6. 発表と質疑応答（５）  

7. 発表と質疑応答（６）  

8. 発表と質疑応答（７）  

9. 発表と質疑応答（８）  

10. 発表と質疑応答（９）  

11. 発表と質疑応答（１０）  

12. 発表と質疑応答（１１）  

13. 発表と質疑応答（１２）  

14. 発表と質疑応答（１３）  

15. 発表と質疑応答（１４） 

８．成績評価方法： 

授業への取り組み（レジュメ提出含む）：５０％ 

発表（資料作成を含む）：５０％ 

９．教科書および参考書： 

 テキスト・資料等は、Google Classroom より配布予定。 

参考文献等は授業中に指示。 

１０．授業時間外学習：辞書類やデータベース等を活用して、予習・復習をしてください。 

原文の語彙について語釈を見るだけでなく、前後の文脈も考慮した丁寧な読解をこころがけましょう。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

科目名：中国文学演習／ Chinese Literature (Seminar) 

曜日・講時：前期 金曜日 ２講時 

セメスター：5 単位数：2  

担当教員：矢田 尚子  

コード：LB55206， 科目ナンバリング：LHM-LIT318J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：楚辞文学研究 

２．Course Title（授業題目）：Literary Study of Chu Ci 

３．授業の目的と概要：【目的】古典詩文の基礎的・伝統的な読解方法、テキストの校勘方法など、中国古典文学を研究していく

上で必要なスキルを習得することを目的とします。                                

【概要】中国詩歌文学の源流の一つである韻文文学作品集『楚辞』の代表的な作品である「離騒」を読解します。授業は、受講

者の発表と質疑応答を中心に進めていきます。担当者は、テキストおよび関係資料を精査してレジュメを作成し、それをもとに

口頭で発表をおこないます。担当者以外の受講者は、レジュメや口頭発表の内容について質問・意見を出し、双方の議論を通し

て、テキストに対する理解を深めていきます。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：【Course Objectives】This course aims to improve the 

students' ability to read texts of Chinese classical writings in a basic and traditional way, and to collate texts, 

which are necessary to study classical Chinese literature. 

【Course Synopsis】Chu Ci is an anthology of Chinese poetry, which is one of the origins of Chinese verse literarture. 

In this course, we interpret Li sao, a representative piece of Chu Ci. The course is centered on students' 

presentations and question and answer sessions. In every class, presenters are required to prepare handout for the 

assigned part of the text, and other students are required to ask questions on and to comment on the presentation. 

Through discussions, students will reach deeper understanding of the text. 

５．学修の到達目標：①中国古典詩文を読む際に必要な基礎的な事柄を理解する。                        

②わかりやすいレジュメを作成し、内容が的確に伝わるように口頭で説明することができる。         

③レジュメや発表の内容を理解して問題点を明確にし、積極的に質問や意見を出すことができる。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：①Students will be able to understand the basic issues necessary to read Chinese 

classical texts. 

②Students will be able to make intelligible handout for their presentations, and to explain the contents precisely. 

③Students will be able to clarify problems of handout and presentation, and to ask questions on and to comment on 

handout and presentation actively.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

1.ガイダンス                                            

2.『楚辞』について(1)                                       

3.『楚辞』について(2)                                      

4.『楚辞』「離騒」の読解(1)                                   

5.『楚辞』「離騒」の読解(2)                                    

6.『楚辞』「離騒」の読解(3)                                     

7.『楚辞』「離騒」の読解(4)                                    

8.『楚辞』「離騒」の読解(5)                                   

9.『楚辞』「離騒」の読解(6)                                     

10.『楚辞』「離騒」の読解(7)                                              

11.『楚辞』「離騒」の読解(8)                                    

12.『楚辞』「離騒」の読解(9)                                                

13.『楚辞』「離騒」の読解(10)                                              

14.『楚辞』「離騒」の読解(11)                                             

15.『楚辞』「離騒」の読解(12) 

８．成績評価方法： 

授業参加態度 50％、発表内容 50％ 

９．教科書および参考書： 

 教材は授業開始時に配布する。                                                        

Materials will be handed out at the beginning of the course. 

１０．授業時間外学習：予習：担当者は、テキストの担当箇所および関連書籍を精査してレジュメを作成するとともに、質疑応

答に備えること。担当者以外の受講者は、テキストとレジュメを熟読し、関連書籍にも目を通して、問題点を発見すること。                                                                                 

Preparation:Presenters are required to read the assigned part of the text and materials closely and to prepare 

handout. Other students are required to read the text, the handout and materials carefully and to find out problems.                                                          

復習：担当者は、授業中の議論を通して明確になった点を反映させてレジュメに修正を加えること。担当者以外の受講者は、授

業中の議論によって得られた知見を自身の担当時に応用できるように理解を深めておくこと。              

Review:Presenters are required to make corrections to the handout by reflecting issues clarified through the 

discussion in the class. Other students are required to deepen the knowledge obtained through the discussion in 



 

the class, and to be able to apply them to their own presentations. 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

科目名：中国文学演習／ Chinese Literature (Seminar) 

曜日・講時：後期 金曜日 ２講時 

セメスター：6 単位数：2  

担当教員：矢田 尚子  

コード：LB65207， 科目ナンバリング：LHM-LIT318J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：楚辞文学研究 

２．Course Title（授業題目）：Literary Study of Chu Ci 

３．授業の目的と概要：【目的】古典詩文の基礎的・伝統的な読解方法、テキストの校勘方法など、中国古典文学を研究していく

上で必要なスキルを習得することを目的とします。                                

【概要】中国詩歌文学の源流の一つである韻文文学作品集『楚辞』の代表的な作品である「離騒」を読解します。授業は、受講

者の発表と質疑応答を中心に進めていきます。担当者は、テキストおよび関係資料を精査してレジュメを作成し、それをもとに

口頭で発表をおこないます。担当者以外の受講者は、レジュメや口頭発表の内容について質問・意見を出し、双方の議論を通し

て、テキストに対する理解を深めていきます。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：【Course Objectives】This course aims to improve the 

students' ability to read texts of Chinese classical writings in a basic and traditional way, and to collate texts, 

which are necessary to study classical Chinese literature. 

【Course Synopsis】Chu Ci is an anthology of Chinese poetry, which is one of the origins of Chinese verse literarture. 

In this course, we interpret Li sao, a representative piece of Chu Ci. The course is centered on students' 

presentations and question and answer sessions. In every class, presenters are required to prepare handout for the 

assigned part of the text, and other students are required to ask questions on and to comment on the presentation. 

Through discussions, students will reach deeper understanding of the text. 

５．学修の到達目標：①中国古典詩文を読む際に必要な基礎的な事柄を理解する。                        

②わかりやすいレジュメを作成し、内容が的確に伝わるように口頭で説明することができる。         

③レジュメや発表の内容を理解して問題点を明確にし、積極的に質問や意見を出すことができる。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：①Students will be able to understand the basic issues necessary to read Chinese 

classical texts. 

②Students will be able to make intelligible handout for their presentations, and to explain the contents precisely. 

③Students will be able to clarify problems of handout and presentation, and to ask questions on and to comment on 

handout and presentation actively.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

1.ガイダンス                                            

2.『楚辞』について(1)                                       

3.『楚辞』について(2)                                      

4.『楚辞』「離騒」の読解(1)                                   

5.『楚辞』「離騒」の読解(2)                                    

6.『楚辞』「離騒」の読解(3)                                     

7.『楚辞』「離騒」の読解(4)                                    

8.『楚辞』「離騒」の読解(5)                                   

9.『楚辞』「離騒」の読解(6)                                     

10.『楚辞』「離騒」の読解(7)                                              

11.『楚辞』「離騒」の読解(8)                                    

12.『楚辞』「離騒」の読解(9)                                                

13.『楚辞』「離騒」の読解(10)                                              

14.『楚辞』「離騒」の読解(11)                                             

15.『楚辞』「離騒」の読解(12) 

８．成績評価方法： 

授業参加態度 50％、発表内容 50％ 

９．教科書および参考書： 

 教材は授業開始時に配布する。                                                        

Materials will be handed out at the beginning of the course. 

１０．授業時間外学習：予習：担当者は、テキストの担当箇所および関連書籍を精査してレジュメを作成するとともに、質疑応

答に備えること。担当者以外の受講者は、テキストとレジュメを熟読し、関連書籍にも目を通して、問題点を発見すること。                                                                                 

Preparation:Presenters are required to read the assigned part of the text and materials closely and to prepare 

handout. Other students are required to read the text, the handout and materials carefully and to find out problems.                                                          

復習：担当者は、授業中の議論を通して明確になった点を反映させてレジュメに修正を加えること。担当者以外の受講者は、授

業中の議論によって得られた知見を自身の担当時に応用できるように理解を深めておくこと。              

Review:Presenters are required to make corrections to the handout by reflecting issues clarified through the 

discussion in the class. Other students are required to deepen the knowledge obtained through the discussion in 



 

the class, and to be able to apply them to their own presentations. 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

科目名：英文学講読／ English Literature (Reading) 

曜日・講時：後期 月曜日 ２講時 

セメスター：6 単位数：2  

担当教員：ＴＩＮＫ ＪＡＭＥＳ ＭＩＣＨＡ  

コード：LB61204， 科目ナンバリング：LHM-LIT319E， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：Postwar British Fiction 

２．Course Title（授業題目）：戦後の英国のフィクション 

３．授業の目的と概要：This course will consider the period of the “Postwar” in British Literature (1945-2000s).  

We will read a selection of short stories and study them in the literary, historical and cultural context of 

literature after World War Two. Topics for study will include: the style of the short story; social class and 

change in post-war Britain; gender and identity; science, technology and the environment; understanding literary 

history and periodization of the modern. 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：このコースでは、イギリス文学における「戦後」の期間

（1945-2000 年代）について考察します。 私たちは、第二次世界大戦後の文学の文学、歴史、文化の文脈で短編小説の選択を読

み、それらを研究します。 研究のトピックは次のとおりです。短編小説のスタイル。 戦後の英国における社会階級と変化。 性

別とアイデンティティ; 科学、技術および環境; 文学史と現代の時代区分を理解する。 

５．学修の到達目標：1: To read short stories in English  

2: To understand the literary and cultural contexts of literature since 1945.  

3: To improve comprehension skills in English through class presentations and discussion 

4: To write academic compositions in English 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：1：英語で短編小説を読む 

2：1945 年以降の文学の文学的および文化的文脈を理解する。 

3：クラスのプレゼンテーションとディスカッションを通じて英語の理解力を向上させる 

4：英語でアカデミックな作文を書く  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

1: Introduction 

 

2: Elizabeth Bowen, “Mysterious Kor”  

 

3: Graham Greene, “The Invisible Japanese Gentlemen.”   

 

3: Jean Rhys, “The Lotus”  

 

4: Ted Hughes, “The Rain Horse”  

 

5: Alan Sillitoe, “The Fishing-Boat Picture”  

  

6: Doris Lessing, “To Room Nineteen”  

 

7: Muriel Spark, “The House of the Famous Poet”   

 

8: J.G. Ballard, “Memories of the Space Age” 

 

9: Fay Weldon, “Weekend” 

 

10: Beryl Bainbridge, “Clap Hands, Here Comes Charlie.”  

 

11: Angela Carter, “Flesh and the Mirror”  

 

12: Anna Kavan, “Julia and the Bazooka”  

 

13: China Mieville, “Entry Taken from a Medical Encyclopedia.” * 

 

14: Ali-Smith, “The Universal Story”  

 

15: Conclusion 

８．成績評価方法： 

Assessment: mid-semester test 20%, final exam 20%, two short assignments 60% 



 

９．教科書および参考書： 

 Bradbury, Malcolm, ed. The Penguin Book of Modern British Short Stories. (1987). Penguin, 2011. 

 

Some stories will be provided as photocopies, or can be found online. 

１０．授業時間外学習：2 short quizzes  

Short writing assignments (paragraphs and reaction comments)   

1 essay  

2 つの短いクイズ 

短い文章の課題（段落と反応のコメント） 

1 エッセイ 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 

Office Hour Wednesday 1300-14.30 Arts 832 



 

科目名：中国語学演習／  

曜日・講時：前期 木曜日 ２講時 

セメスター：5 単位数：2  

担当教員：張 佩茹  

コード：LB54209， 科目ナンバリング：LHM-LIT319J， 使用言語：２カ国語以上 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】中国文学演習 

１．授業題目：現代中国語文法研究 

２．Course Title（授業題目）：Modern Mandarin Chinese Linguistics 

３．授業の目的と概要：中国語で書かれた現代中国語文法を扱った論文を精読し、中国語を読む能力と現代中国語に関する文法

問題を考える能力の養成を目的とする。本年度は主にフレーズと意味の関係および構文について論文を読み、理解を深める。ま

た、論文に関連する文法現象のなかで、受講生が各自テーマを絞って、最後にレポートとしてまとめる。全体を通して、現代中

国語文法に関する知識を深め、基本的な研究手法を習得する。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course aims to improve students’ ability in 

reading Chinese and approaching linguistic research questions about modern Mandarin Chinese. We will be reading 

journal articles on the relationship of phrase and meaning, as well as on constructions this academic year. Also, 

students are required to find a certain topic related to the articles we read in class and write a report accordingly 

in the end of the semester. In the end of this course, students will gain knowledge about modern Chinese linguistics 

and learn how to apply some of the basic research techniques when writing a report. 

５．学修の到達目標：①現代中国語文法における重要な概念を理解し、説明することができる。 

②現代中国語文法に関する問題点を発掘する力を身につける。 

③関心のあるテーマについて学術的なレポートを作成する力を身につける。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：①Students will understand the essential concepts in modern Mandarin Chinese 

linguistics and know how to explain them appropriately. 

②Students will develop the ability to notice possible research questions about modern Mandarin Chinese. 

③Students will acquire the ability to write an academic report on a particular topic which he/she concerns.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

＜授業内容・方法＞輪読形式で進める。 

＜進度予定＞ 

第１回 ガイダンス 

第２回 中国語の特徴 

第３回 “的”の有無による用法の違い―精読（１） 

第４回 “的”の有無による用法の違い―精読（２） 

第５回 “的”の有無による用法の違い―分析（１） 

第６回 “的”の有無による用法の違い―分析（２） 

第７回 動詞性重複構造―精読（１） 

第８回 動詞性重複構造―精読（２） 

第９回 動詞性重複構造―分析（１） 

第１０回 動詞性重複構造―分析（２） 

第１１回 可能補語の意味分析―精読（１） 

第１２回 可能補語の意味分析―精読（２） 

第１３回 可能補語の意味分析―分析（１） 

第１４回 可能補語の意味分析―分析（２） 

第１５回 期末まとめ 

８．成績評価方法： 

授業への取り組み、授業内発表: 50％ 

期末レポート: 50％ 

９．教科書および参考書： 

 ＜教科書＞プリントを配布する。 

＜参考書＞『文法講義』朱德煕 著、杉村博文・木村英樹 訳、白帝社、1995 年 

１０．授業時間外学習：予習：事前にテキストの指定箇所を読んだうえ、和訳を考え、さらに問題点を整理する。 

復習：テキストや関連資料を読み返し、正確に理解できたかを確認する。興味関心のある文法現象について考える。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

 

科目名：中国語学演習／  

曜日・講時：後期 木曜日 ２講時 

セメスター：6 単位数：2  

担当教員：張 佩茹  

コード：LB64205， 科目ナンバリング：LHM-LIT319J， 使用言語：２カ国語以上 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】中国文学演習 

１．授業題目：現代中国語文法研究 

２．Course Title（授業題目）：Modern Mandarin Chinese Linguistics 

３．授業の目的と概要：中国語で書かれた現代中国語文法を扱った論文を精読し、中国語を読む能力と現代中国語に関する文法

問題を考える能力の養成を目的とする。本年度は主にフレーズと意味の関係および構文について論文を読み、理解を深める。ま

た、論文に関連する文法現象のなかで、受講生が各自テーマを絞って、最後にレポートとしてまとめる。全体を通して、現代中

国語文法に関する知識を深め、基本的な研究手法を習得する。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course aims to improve students’ ability in 

reading Chinese and approaching linguistic research questions about modern Mandarin Chinese. We will be reading 

journal articles on the relationship of phrase and meaning, as well as on constructions this academic year. Also, 

students are required to find a certain topic related to the articles we read in class and write a report accordingly 

in the end of the semester. In the end of this course, students will gain knowledge about modern Chinese linguistics 

and learn how to apply some of the basic research techniques when writing a report. 

５．学修の到達目標：①現代中国語文法における重要な概念を理解し、説明することができる。 

②現代中国語文法に関する問題点を発掘する力を身につける。 

③関心のあるテーマについて学術的なレポートを作成する力を身につける。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：①Students will understand the essential concepts in modern Mandarin Chinese 

linguistics and know how to explain them appropriately. 

②Students will develop the ability to notice possible research questions about modern Mandarin Chinese. 

③Students will acquire the ability to write an academic report on a particular topic which he/she concerns.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

＜授業内容・方法＞輪読形式で進める。 

＜進度予定＞ 

第１回 ガイダンス 

第２回 前期の内容の復習 

第３回 受身表現―精読（１） 

第４回 受身表現―精読（２） 

第５回 受身表現―分析（１） 

第６回 受身表現―分析（２） 

第７回 受身表現と人称―精読（１） 

第８回 受身表現と人称―精読（２） 

第９回 受身表現と人称―分析（１） 

第１０回 受身表現と人称―分析（２） 

第１１回 処置文―精読（１） 

第１２回 処置文―精読（２） 

第１３回 処置文―分析（１） 

第１４回 処置文―分析（２） 

第１５回 期末まとめ 

８．成績評価方法： 

授業への取り組み、授業内発表: 50％ 

期末レポート: 50％ 

９．教科書および参考書： 

 ＜教科書＞プリントを配布する。 

＜参考書＞『文法講義』朱德煕 著、杉村博文・木村英樹 訳、白帝社、1995 年 

１０．授業時間外学習：予習：事前にテキストの指定箇所を読んだうえ、和訳を考え、さらに問題点を整理する。 

復習：テキストや関連資料を読み返し、正確に理解できたかを確認する。興味関心のある文法現象について考える。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 


